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第１章は、ヒトラー内閣成立後の 1933 年の時代状況の中で L.と S.が交わした往復書簡を主な資料とし
て用い、L.と S.の基本的な立場の相違を明らかにする。論者によれば、L.はヤスパース流の「自己たるこ
と」＝「実存」ではなく、個別的な歴史状況の中にあって解釈を行う人間に着目し、対するに S.は「古代











釈学的構想」が、第 6 章では後者の視座から形成される S.の「政治的なもの」という概念が検討される。
第 7 章では、S.の『ホッブズ論』が取り上げられ、S.の「古代への回帰」の主張の根底に「正しい生とは
何か」、「正しさとは何か」という問いがあったことが証示される。 
第 8章は L.の K.シュミット批判（「機会原因論テーゼ」）を取り上げ、S.との影響関係に改めて焦点を当
て、両者の立場の異同を詳らかにする。すなわち、S.が自然法に基づく「一元的ポリス」を目指すのに対
して、L.は「人間存在の多様性に含まれる非政治的側面を守」ろうとした、というのである。 
以上の論述は先行研究を踏まえながら、時代に翻弄される二人の思想家の姿を通して哲学の現実的課題
を綿密に浮かび上がらせたものであり、細部になお検討を要する部分が認められはするものの、その成果
が 20 世紀ドイツ精神史研究の発展に大きく寄与するものであることは疑いを容れない。よって本論文の提
出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
